
 

◆ 授業改善のポイント 
 
 
 

◆ 今回の調査結果から明らかになった成果と課題  
 

 

 

 

◆ 成果が見られた問題の概要 「大問５（２）「書くこと」（思考・判断・表現）」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導継続のポイント】 

 

 

 

平均正答率 
（％） 

本県 市町村 自校 

66.8     

○ 生徒が主体的に言語活動に取り組む際に，次の点に留意することが重要です。 
・段落の役割や事実と意見の関係など，構成に関する知識・技能を，話す・書く活動の中で整理・選択

し，思考・判断・表現の拠り所として活用する授業を展開します。 
・根拠と自分の考えのつながりを振り返る活動を通して，表現の工夫を意識させ，知識・技能の定着

を図ります。 

成 果： 書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して文章の構成や展開を考
える力が身に付きつつあります。 

課 題：① 自分の考えや根拠が明確になるように，話の中心的な部分と付加的な部分，事実と意
見との関係などに注意して，話の構成を考えることに課題が見られます。 

    ② 根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫することに課題が
見られます。 

【設問の概要】  
○  書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して文章の構成や展開を考えることができ

るかどうかをみます。 

① 文章全体を俯瞰して段落の役割を捉える指導の充実･･･「この段落は，文章全体の中でどのよう
な役割を担っているか」といった問いを授業の中で繰り返し設定し，根拠を見つけながら問いを
解決する授業を位置付ける必要があります。 

② 資料と文章を対応させて構成を考える学習活動の継続･･･注意事項や条件を整理したり，文章の
下書きと照らし合わせたりする活動を通して，情報同士の関係を整理しながら構成を考える学習
過程を意図的に位置付けることが重要です。 

 

 

 

【解答類型と反応率】 
正答 解答類型 反応率（％） 自校 

 １ と解答しているもの  8.9  

 ２ と解答しているもの 15.6  

◎ ３ と解答しているもの 66.8  

 ４ と解答しているもの  6.9  

 無解答  1.7  

 

【選択肢】 
１ 〈メモ１〉をふまえていないので，（ ア ）の場所に書き

加えるのがよい。 
 

２ 〈メモ１〉をふまえていないので，（ イ ）の場所に書き
加えるのがよい。 

 
３ 〈メモ２〉をふまえていないので，（ ウ ）の場所に書き

加えるのがよい。 
 

４ 〈メモ２〉をふまえていないので，（ エ ）の場所に書き
加えるのがよい。 

（以下文章が続く） 

〈
メ
モ
１
〉
わ
が
家
は
徒
歩

で
よ
い
こ
と
を
補
足
す
る
。 

〈
メ
モ
２
〉
見
ど
こ
ろ
は
、
演

劇
部
の
公
演
、
場
所
や
時
間
、

作
品
名
と
内
容
も
伝
え
る
。 
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◆ 課題が見られた問題の概要  「大問１（２）「 話すこと・聞 くこと」（思考・判断・表現） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題点】 

 

 

 

 

 

【改善点】 

 

 

 

 

 

平均正答率 
（％） 

本県 市町村 自校 

37.1     

○ 授業において「とりあえず話す」活動が中心となり，構成を考えてから話す練習が十分に行わ
れていない場合，論理的に話を組み立てる力が育ちにくいです。また，「相手に伝わるように話す」
という目的意識が弱いと，話の構成を工夫しようとする必然性が生まれにくく，結果として，情
報を並べるだけの話し方が中心となり，付加が整理されていない話し方になっていると考えられ
ます。さらに，構成を検討する上で必要となる接続する語句話の展開を示す表現といった知識・
技能の理解が不十分であることも，指導事項の定着を妨げる一因であると言えます。 

【設問の概要】  
○  自分の考えや根拠が明確になるように，話の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見と

の関係などに注意して話の構成を考えることができるかどうかをみます。 

① 構成を考えてから話す学習活動への転換･･･話す前に，話の中心や根拠となる事実，補足する内
容を整理する時間を意図的に確保し，構成を考えることを前提とした話す活動へと転換していく
ことが重要です。 

②  「伝える相手」を明確にした目的意識の育成･･･話す活動では，「誰に，何を，どのように伝え
るのか」を明確にすることで，構成を工夫する必要性が生まれます。聞き手を想定した話題設定
や条件提示を工夫し，相手意識を伴った話の構成力を育成していく必要があります。 

【解答類型と反応率】  
正答 解答類型 反応率（％） 自校 

 １ と解答しているもの 28.7  

 ２ と解答しているもの 21.4  

 ３ と解答しているもの 12.7  

◎ ４ と解答しているもの 37.1  

 無解答  0.2  

 

【話し合いの様子の一部】の ア にあてはまる言葉

として最も適切なものを，あとの選択肢から一つ選び

なさい。 

 

【選択肢】 

１ スピーチをする目的をはっきりと宣言した 

２ あらかじめ全体の結論を簡潔にまとめた 

３ 聞き手の興味を引きそうな学説を紹介した 

４ スピーチの内容と展開をまとめて紹介した 
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◆ 全国学力・学習状況調査問題（小学校第６学年）との関連  

 

 

 

【鹿児島学力・学習状況調査 中１問題 大問５（３）】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全国学力・学習状況調査 小６問題 大問２－３】 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

【指導のポイント】 

 

 

平均正答率 
（％） 

本県 市町村 自校 
48.5     

平均正答率 
（％） 

本県 自校 
64.4   

【指導事項の関連】  
○  「考えの形成」の過程において，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど,自分の考え

が伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみます。 

○ 選択の理由を明確にする思考整理の工夫･･･条件に応じた表現の調整力を育成していくために， 
「なぜ選んだのか」を整理することが重要です。選んだ内容の根拠となる記述や，読み手に与え
る効果を整理するワークシート等を活用し，考えの形成過程を可視化する指導を進めていくこと
が重要です。 

 

山田さんは,【ちらし】の書き表し方について友達に
相談し,【ちらし】の    部をくわしく書いたほう
がよいと考え,次の【調べたこと】を見直しました。 

あなたが山田さんなら,どのように書き直しますか。 
 

青木さんは,【案内文の下書き】の傍線部②「私の気持ち」

を具体的に伝えるために,Ａの部分に文章を書くことにし

ました。次は,伝えたい内容をふせんにまとめ,内容を整理

して二つのグループに分けたものです。【案内の下書き】

のＡには,いずれか一つのグループの内容を加えることが

できそうです。 

あなたなら,自分の「見てほしい」という気持ちを伝える

ために,１と２のどちらのグループの内容を加えますか。 

物を包む使い方 
手ぬぐいは、いろいろな物を包むことが
できます。 

【正答の条件】 
① 【ちらし】の二重傍線部を書き直し,くわしくしている。 
② 【調べたこと】のうち以下のことから言葉や文を取り

上げて書いている。 
ａ〈本で読んでわかったこと〉 
ｂ〈使ってみて分かったこと〉 

③ 60 字以上,100 字以内で書いている。 

【解答類型と反応率】  
正答 解答類型 反応率（％） 自校 
◎ 条件①，②ａ，ｂの両方を満たしているもの 64.4  

 条件①，②ａ，ｂの両方は満たしているが，条件
③は満たしていないもの  0.3  

 条件①，②ａは満たしているが，条件②ｂは満た
していないもの  8.6  

 条件①，②ｂは満たしているが，条件②ａは満た
していないもの 12.8  

 条件①は満たしているが，条件②ａ，ｂ共に満た
していないもの  7.3  

 上記以外の解答  3.2  
 無解答  3.2  

 

【正答の条件】 
① （選択）グループ１と２のどちらの内容を追加するかを

選んでいる。 
② （記述）①で選んだグループの内容を追加することで，

読み手が公演を「見たい」と思うと考えた理由を，その内
容を加えることの効果や影響と結び付けて答えている。 

③ 60 字以上，80 字以内で答えている。 

【解答類型と反応率】  
正答 解答類型 反応率（％） 自校 
◎ 条件①，②，③を満たしているもの 48.5  

 
条件①，②は満たしているが，条件③は満たし

ていないもの 
 2.6 

 

 
条件①は満たしているが，条件②は満たしてい

ないもの 
33.7 

 

 上記以外の解答  5.8  
 無解答  9.5  
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